
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、

各
寝
室
・
階
段
（
寝
室
が
2
階
以
上
に
あ

る
場
合
）
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り

付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い

以
前
か
ら
設
置
し
て
い
て
も
、
全
て
の

寝
室
に
付
い
て
い
な
い
な
ど
、
正
し
く
設

置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
が
見
う
け
ら
れ
ま

す
。い

ま
だ
未
設
置
の
住
宅
は

早
急
な
設
置
を
お
願
い
し
ま
す

火
災
に
よ
る
死
者
の
7
割
は
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
就
寝
中
の
火
災

は
非
常
に
危
険
で
す
。
正
し
い
位
置
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

10
年
た
っ
た
ら“
と
り
か
え
る
”

10
年
を
経
過
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
機
器
本
体
の
故
障

も
あ
る
た
め
、
電
池
交
換
で
は

な
く
、
本
体
ご
と
取
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

救
急
車
の
出

動
件
数
が
年
々

増
加
し
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
皆
さ

ま
自
身
の
安
心

の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

全
国
で
は
次
の
ケ
ー
ス
で
救
急
車
が

要
請
さ
れ
ま
し
た
。

・
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
が
な
く
な
っ

た
。

・
今
日
、
入
院
予
定
日
だ
か
ら
病
院
に

行
き
た
い
。

・
病
院
で
長
く
待
つ
の
が
面
倒
な
の
で

救
急
車
を
呼
ん
だ
。

・
紙
で
指
先
を
切
っ
た
。
血
は
止
ま
っ

て
い
る
が
…
。

緊
急
時
の
皆
さ
ま
の
大
切
な
命
、
身

体
を
守
る
た
め
の
救
急
車
で
す
。
適
正

な
利
用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
も
な
い
、
家

族
で
連
れ
て
行
け
る
な
ど
、
病
院
を
探

す
場
合
は
「
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9

（
24
時
間
体
制
）

子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

●
受
付
時
間

平
日
19
時
～
23
時

土
・
日
・
祝
日
9
時
～
23
時

☎（
携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

♯
8
0
0
0

（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
な
ど
）

0
7
3
‐
4
3
1
‐
8
0
0
0

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
直
ぐ
に
病
院
を

受
診
し
た
方
が
良
い
の
か
ど
う
か
を
迷

う
保
護
者
の
方
に
助
言
を
行
う
も
の
で

す
。消

防
本
部
で
も
診
察
可
能
な
病
院
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
10
件

救　
　

急
…
…
…
1
3
7
8
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
19
件

（
平
成
27
年
12
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

救
急
車
の
適
正
利
用
を

命
に
関
わ
る
傷
病
者
が

救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す

全ての寝室・階段に！　台所は推奨
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